第１章　定住自立圏共生ビジョンの策定にあたって

１．定住自立圏の概要とこれまでの取組
地方は今、人口減少、少子高齢化が進行するなか、生活基盤が衰退し、このままでは単独の市町村だけでフルセットの行政サービスを提供することは困難になってくることが懸念されます。

このため、定住自立圏構想は、住民の生活環境が密接に関係している地域を一つの圏域と捉え、「定住」のために必要な生活機能である医療、福祉、教育、公共交通などを単体の市町村ではなく、圏域総体として確保するとともに、「自立」のための経済基盤や地域の誇りを培い、全体として魅力あふれる圏域を形成していくことを目的としています。

網走市は、昨年９月２日に中心的な役割を担う意思を表明する「中心市宣言」を行い、宣言に賛同した大空町と、定住自立圏形成に関する取組内容等について協議を行ってきました。

本年、その基本的な考え方がまとまったことから、定住自立圏形成協定を両市町の議会へ提案し、その議決を経て、３月２３日に網走市と大空町との間で、１対１の協定を締結しました。
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２．定住自立圏の名称及び構成市町
（１）定住自立圏の名称

網走市大空町定住自立圏

（２）定住自立圏の構成市町

網走市、大空町
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３．定住自立圏共生ビジョンの目的

本共生ビジョンは、定住自立圏構想推進要綱（平成２０年１２月２６日総行応第３９号総務次官通知）第６の規定により、先に締結した定住自立圏形成協定に基づき、両市町が連携して推進する取組について、内容やスケジュール、事業費見込み等の具体的内容を記載するものです。

４．定住自立圏共生ビジョンの計画期間

本共生ビジョンの計画期間は、平成２３年度から平成２７年度までの５年間とし、毎年度所要の見直しを行います。

第２章　定住自立圏に係る圏域の概況と現状
１．圏域の概況

本圏域は、北海道オホーツク管内の東部に位置し、網走国定公園として指定されている網走湖、能取湖、藻琴湖をはじめ、ラムサール条約登録湿地の濤沸湖などがあり、美しい水辺に囲まれた圏域です。

また、広大な大地には、新緑、芝桜、ひまわり、サンゴ草と四季の移り変わりが鮮明で美しい景色が見られる自然豊かな地域です。

本圏域を構成している両市町は、歴史的に深いつながりを有しており、旧女満別村は大正１０年に旧網走町から分村、また、旧東藻琴村は、昭和２２年の網走市制施行と同時に分村しています。その後、平成１８年に女満別町と東藻琴村が合併し、現在の大空町となっています。

このような歴史的結びつきを持つ両市町は、生活排水やし尿の共同処理をはじめ、網走地区消防組合（一部事務組合）や女満別空港国際チャーター便誘致協議会を組織するなど、これまでも広域的な取組を行ってきました。

また、本圏域は、通勤・通学、医療・福祉、教育、買い物など、日常的な生活の各分野においても、行政区域を越えた生活圏を形成し、あらゆる面で結びつきが強固な地域です。
【１市１町の概況】
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網走市　～ 豊かなオホーツクに活気みなぎるまち　網走 ～

網走市は、北海道オホーツク管内の東部に位置し、オホーツク海に面しています。市内には、大小５つの湖と天都山と呼ばれる小高い山があり、起伏と変化に富んだ景観を形成しています。また、網走市は、網走国定公園に位置しており、市内の濤沸湖は２００５年１１月、ラムサール条約登録湿地になりました。さらに阿寒国立公園や世界自然遺産に登録された知床国立公園が隣接し、自然公園に囲まれた地域となっています。

春から夏にかけて咲き乱れる様々な植物、広大な農地に広がる作物の絨毯、鮮やかな色合いを見せる秋の木々たち、白一色に覆われる流氷を迎える冬、オホーツクの海や湖と澄んだ青空のなかで、それぞれの四季の移ろいを感じられるまちです。

オホーツク海の漁場からは、サケ、カニをはじめとする豊富な海産物が水揚げされ、網走湖や能取湖、藻琴湖、濤沸湖では、シジミやホタテ、カキなどの養殖が盛んに行われています。

また、肥沃な農地を背景に畑作と酪農の大規模な経営が行われており、麦類や馬鈴しょ、てん菜、肉類や牛乳などが出荷されています。

　　　　　　　　

大空町　～ 大空と大地の中でふれあいと語らいで創る

感動のまち ～

大空町は、平成１８年３月３１日、女満別町と東藻琴村が合併して誕生しました。北は美しい水辺と豊富な水産資源に恵まれた網走湖に面し、南は屈斜路湖を望む大パノラマが広がる藻琴山がそびえています。
中央は、麦類、馬鈴しょ、てん菜を中心とした広大な畑作地帯で、西部の網走川沿岸の平地は、日本最東端にある稲作地帯となっています。また、南部は、藻琴山山麓の高原を中心に酪農地帯となっていることから、個性的な乳製品や肉用牛の一大産地としての役割も担っています。
また、昭和３１年に札幌までの定期便が開設された女満別空港は、昭和５５年の羽田便の就航、昭和６０年のジェット化を経て、東北海道の玄関口となっています。
　さらに、北に網走国定公園、南に阿寒国立公園に隣接し、世界自然遺産である知床国立公園や北見市、網走市など近隣諸都市へのアクセスの拠点という側面もあります。そのため、網走湖などの水環境やヨーロッパを彷彿させる農村景観、食の魅力など地域資源を活用したまちづくりを進めています。

【人口・世帯の推移】
人口の推移では、平成２年と平成１７年の数値を比較すると、両市町とも５％以上減少しています。

また、国立社会保障・人口問題研究所の「日本の市区町村別将来推計人口（平成２０年１２月推計）」によると平成４２年には、両市町の推計人口は３　　　万８千人となることも予想されています。
表　人口の推移

（単位：人）

	市町名
	平成２年
	平成7年
	平成12年
	平成17年
	H2／H17年

	網走市
	44,416
	44,176
	43,395
	42,045
	△2,371

	
	0.3％
	△0.5％
	△1.8％
	△3.1％
	△5.3％

	大空町
	9,238
	8,992
	8,946
	8,392
	△846

	
	△2.0％
	△2.7％
	△0.5％
	△6.2％
	△9.2％


注）下段は対前期増減率

出典：国勢調査

表　世帯数の推移

（単位：世帯）

	市町名
	平成２年
	平成7年
	平成12年
	平成17年
	H2／H17年

	網走市
	15,838
	17,469
	18,012
	17,982
	2,144

	
	6.9％
	10.3％
	3.1％
	△0.2％
	13.5％

	大空町
	2,759
	2,902
	3,088
	3,014
	255

	
	△0.5％
	5.2％
	6.4％
	△2.4％
	9.2％


注）下段は対前期増減率

出典：国勢調査

【年齢別人口の推移】

年齢別人口の推移では、平成２年と平成１７年を比較すると、年少人口の構成比は、両市町とも約６ポイント減少しているのに対し、高齢者人口の構成比は、両市町とも１０ポイント前後増加し、少子高齢化が進んでいることが分かります。

生産年齢人口の構成比は、両市町ともに減少傾向にあります。

表　年少人口の推移（０～14歳）

（単位：人）

	市町名
	平成２年
	平成7年
	平成12年
	平成17年
	H2／H17年

	網走市
	8,570
	7,232
	6,214
	5,508
	△3,062

	
	19.3％
	16.4％
	14.3％
	13.1％
	△6.2eq \o(\s\up 6(ポイ),\s\do 2(ント))

	大空町
	1,855
	1,549
	1,395
	1,201
	△654

	
	20.1％
	17.2％
	15.6％
	14.3％
	△5.8eq \o(\s\up 6(ポイ),\s\do 2(ント))


注）下段は総人口に占める割合
出典：国勢調査

表　生産年齢人口の推移（15～64歳）

（単位：人）

	市町名
	平成２年
	平成7年
	平成12年
	平成17年
	H2／H17年

	網走市
	30,945
	30,824
	29,859
	28,119
	△2,826

	
	69.7％
	69.8％
	68.8％
	66.9％
	△2.8eq \o(\s\up 6(ポイ),\s\do 2(ント))

	大空町
	6,014
	5,687
	5,501
	4,957
	△1,057

	
	65.2％
	63.3％
	61.5％
	59.1％
	△6.1eq \o(\s\up 6(ポイ),\s\do 2(ント))


注）下段は総人口に占める割合
出典：国勢調査

表　高齢者人口の推移（65歳以上）

（単位：人）

	市町名
	平成２年
	平成7年
	平成12年
	平成17年
	H2／H17年

	網走市
	4,901
	6,120
	7,322
	8,418
	3,517

	
	11.0％
	13.8％
	16.9％
	20.0％
	9.0eq \o(\s\up 6(ポイ),\s\do 2(ント))

	大空町
	1,352
	1,756
	2,050
	2,234
	882

	
	14.7％
	19.5％
	22.9％
	26.6％
	11.9eq \o(\s\up 6(ポイ),\s\do 2(ント))


注）下段は総人口に占める割合
出典：国勢調査

【産業別就業人口の推移】

産業別就業人口の推移では、両市町とも第三次産業であるサービス業、卸売・小売業、飲食店などの就業者が高い割合を占めていますが、農業が基幹産業である大空町は、第一次産業の就業者も全体の約４割と高い割合を占めています。

表　第一次産業就業人口の推移

（単位：人）

	市町名
	平成２年
	平成7年
	平成12年
	平成17年
	H2／H17年

	網走市
	2,889
	2,439
	2,392
	2,228
	△661

	
	13.2％
	10.9％
	11.0％
	11.3％
	△2.1eq \o(\s\up 6(ポイ),\s\do 2(ント))

	大空町
	2,196
	1,965
	1,832
	1,784
	△412

	
	43.2％
	39.1％
	37.4％
	40.4％
	△2.8eq \o(\s\up 6(ポイ),\s\do 2(ント))


注）下段は全就業人口に占める割合

出典：国勢調査

表　第二次産業就業人口の推移

（単位：人）

	市町名
	平成２年
	平成7年
	平成12年
	平成17年
	H2／H17年

	網走市
	4,710
	5,140
	4,937
	3,800
	△910

	
	21.6％
	23.0％
	22.7％
	19.2％
	△2.7eq \o(\s\up 6(ポイ),\s\do 2(ント))

	大空町
	800
	852
	813
	541
	△259

	
	15.7％
	17.0％
	16.6％
	12.3％
	△3.4eq \o(\s\up 6(ポイ),\s\do 2(ント))


注）下段は全就業人口に占める割合
出典：国勢調査
表　第三次産業就業人口の推移

（単位：人）

	市町名
	平成２年
	平成7年
	平成12年
	平成17年
	H2／H17年

	網走市
	14,251
	14,793
	14,446
	13,763
	△488

	
	65.2％
	66.1％
	66.3％
	69.5％
	3.3eq \o(\s\up 6(ポイ),\s\do 2(ント))

	大空町
	2,089
	2,207
	2,254
	2,088
	△1

	
	41.1％
	43.9％
	46.0％
	47.3％
	6.2eq \o(\s\up 6(ポイ),\s\do 2(ント))


注）下段は全就業人口に占める割合
出典：国勢調査

【事業所の推移】

事業所の推移では、平成３年と平成１８年を比較すると、両市町ともに事業所数及び従業者数が減少しています。雇用の減少は、人口減少の要因の一つとなっています。

表　事業所数の推移

（単位：事業所）

	市町名
	平成3年
	平成8年
	平成13年
	平成18年
	H3／H18年

	網走市
	2,333
	2,241
	2,179
	2,214
	△119

	
	1.3％
	△3.9％
	△2.8％
	1.6％
	△5.1％

	大空町
	456
	432
	405
	362
	△94

	
	△3.6％
	△5.3％
	△6.3％
	△10.6％
	△20.6％


注）下段は対前期増減率、平成3年対前期増減率は昭和61年調査と比較

出典：事業所・企業統計調査

表　従業者数の推移

（単位：人）

	市町名
	平成3年
	平成8年
	平成13年
	平成18年
	H3／H18年

	網走市
	21,317
	22,126
	21,621
	19,959
	△1,358

	
	7.3％
	3.8％
	△2.3％
	△7.7％
	△6.4％

	大空町
	3,443
	3,764
	3,556
	3,093
	△350

	
	8.0％
	9.3％
	△5.5％
	△13.0％
	△10.2％


注）下段は対前期増減率、平成3年対前期増減率は昭和61年調査と比較

出典：事業所・企業統計調査

【工業の推移】

工業の推移では、平成５年と平成２０年を比較すると、両市町ともに事業所数及び従業者数が減少していますが、製造品出荷額等は、直近の平成１５年と比較すると、両市町とも増加しています。
表　事業所数（4人以上の事務所）の推移

（単位：事業所）

	市町名
	平成5年
	平成10年
	平成15年
	平成20年
	H5／H20年

	網走市
	107
	87
	54
	67
	△40

	
	△0.9％
	△18.7％
	△37.9％
	24.0％
	△37.4％

	大空町
	14
	14
	12
	10
	△4

	
	0％
	0％
	△14.3％
	△16.7％
	△28.6％


注）下段は対前期増減率、平成5年対前期増減率は平成元年調査と比較

出典：工業統計調査

表　従業員数の推移

（単位：人）

	市町名
	平成5年
	平成10年
	平成15年
	平成20年
	H5／H20年

	網走市
	2,343
	2,307
	1,618
	1,595
	△748

	
	10.8％
	△1.5％
	△29.9％
	△1.4％
	△31.9％

	大空町
	306
	260
	188
	236
	△70

	
	5.9％
	△15.0％
	△27.7％
	25.5％
	△22.9％


注）下段は対前期増減率、平成5年対前期増減率は平成元年調査と比較

出典：工業統計調査

表　製造品出荷額等の推移

（単位：万円）

	市町名
	平成5年
	平成10年
	平成15年
	平成20年
	H5／H20年

	網走市
	3,858,009
	4,075,091
	3,301,187
	4,446,196
	588,187

	
	10.2％
	5.6％
	△19.0％
	34.7％
	15.2％

	大空町
	410,501
	386,717
	206,264
	249,538
	△160,963

	
	4.9％
	△5.8％
	△46.7％
	21.0％
	△39.2％


注）下段は対前期増減率、平成5年対前期増減率は平成元年調査と比較

出典：工業統計調査

【商業の推移】

商業の推移では、平成３年と平成１９年を比較すると、全体的に減少しています。特に、網走市の年間商品販売額は、直近の平成１４年と比較すると、約３割減少しています。
表　商店数（卸、小売業）の推移

（単位：事業所）

	市町名
	平成3年
	平成９年
	平成14年
	平成19年
	H3／H19年

	網走市
	631
	555
	541
	500
	△131

	
	1.9％
	△12.0％
	△2.5％
	△7.6％
	△20.8％

	大空町
	132
	103
	87
	81
	△51

	
	△6.4％
	△22.0％
	△15.5％
	△6.9％
	△38.6％


注）下段は対前期増減率、平成3年対前期増減率は昭和60年調査と比較

出典：商業統計調査

表　従業員数の推移

（単位：人）

	市町名
	平成3年
	平成９年
	平成14年
	平成19年
	H3／H19年

	網走市
	3,592
	3,530
	3,834
	3,496
	△96

	
	3.7％
	△1.7％
	8.6％
	△8.8％
	△2.7％

	大空町
	476
	489
	443
	414
	△62

	
	△13.3％
	2.7％
	△9.4％
	△6.5％
	△13.0％


注）下段は対前期増減率、平成3年対前期増減率は昭和60年調査と比較

出典：商業統計調査

表　年間商品販売額の推移

（単位：万円）

	市町名
	平成3年
	平成９年
	平成14年
	平成19年
	H3／H19年

	網走市
	10,388,124
	10,754,765
	11,255,888
	7,914,051
	△2,474,073

	
	13.5％
	3.5％
	4.7％
	△29.7％
	△23.8％

	大空町
	2,578,700
	1,785,100
	1,524,004
	1,479,806
	△1,098,894

	
	45.5％
	△30.8％
	△14.6％
	△2.9％
	△42.6％


注）下段は対前期増減率、平成3年対前期増減率は昭和60年調査と比較

出典：商業統計調査

【農業の推移】

農業の推移では、平成１２年と平成２２年を比較すると、両市町ともに農家戸数及び農業就業人口が減少しているのに対し、経営耕地総面積は増加傾向にあり、農家の経営規模の拡大化が進んでいることが分かります。

表　農家戸数の推移

（単位：戸）

	市町名
	平成12年
	平成17年
	平成22年
	H12／H22年

	網走市
	451
	406
	357
	△94

	
	―
	△10.0％
	△12.1％
	△20.8％

	大空町
	569
	523
	479
	△90

	
	―
	△8.1％
	△8.4％
	△15.8％


注）下段は対前期増減率

出典：世界農林業センサス・農林業センサス
表　農業就業人口の推移

（単位：人）

	市町名
	平成12年
	平成17年
	平成22年
	H12／H22年

	網走市
	1,363
	1,235
	1,067
	△296

	
	―
	△9.4％
	△13.6％
	△21.7％

	大空町
	1,773
	1,679
	1,549
	△224

	
	―
	△5.3％
	△7.7％
	△12.6％


注）下段は対前期増減率

出典：世界農林業センサス・農林業センサス
表　経営耕地総面積の推移

（単位：ａ）

	市町名
	平成12年
	平成17年
	平成22年
	H12／H22年

	網走市
	1,146,852
	1,136,418
	1,263,826
	116,974

	
	―
	△0.9％
	11.2％
	10.2％

	大空町
	1,261,604
	1,266,777
	1,306,608
	45,004

	
	―
	0.4％
	3.1％
	3.6％


注）下段は対前期増減率

出典：世界農林業センサス・農林業センサス
表　農業産出額
（単位：億円）

	平成１８年
	全　国
	北海道
	オホーツク
	北海道／全国
	オホーツク／北海道

	農業産出額
	86,321
	10,527
	1,711
	12.2％
	16.3％


　※オホーツクの農業産出額うち、網走市は203億円、大空町は146億円

出典：生産農業所得統計

【漁業の推移】

海面漁業（オホーツク海）では、サケをはじめ、ホタテ、スケトウダラ、キンキ、マス、タコ、カニなどが、また、内水面漁業（藻琴湖、濤沸湖、網走川、網走湖、能取湖）では、ホタテをはじめシジミ、ワカサギ、チカ、カキなどが水揚げされています。
平成２１年の海面漁業と内水面漁業の内訳は、漁獲量は海面漁業が８９.５％、内水面漁業が１０.５％、生産額は海面漁業が８４.７％、内水面漁業が１５.３％となっています。
表　漁獲量の推移

（単位：ｔ）

	市町名
	平成18年
	平成19年
	平成20年
	平成21年

	網走市
	52,303.4
	60,095.5
	57,711.2
	58,155.4

	
	△5.6％
	14.2％
	△4.0％
	0.8％

	大空町
	310.4
	322.8
	269.3
	296.2

	
	△6.9％
	4.0％
	△16.6％
	10.0％


注）下段は対前期増減率

出典：網走市水産漁港課

表　漁業生産額の推移

（単位：千円）

	市町名
	平成18年
	平成19年
	平成20年
	平成21年

	網走市
	11,102,486
	12,441,090
	12,228,226
	10,207,986

	
	2.2％
	12.1％
	△1.7％
	△16.5％

	大空町
	190,233
	205,789
	195,851
	187,408

	
	△4.9％
	8.2％
	△4.8％
	△4.3％


注）下段は対前期増減率

出典：網走市水産漁港課

　

【観光の推移】

観光入込客総数の推移では、平成１９年と平成２２年を比較すると、網走市は約２割減少しているのに対し、大空町はほぼ横ばいの状況となっています。
宿泊客延数の推移では、両市町とも減少傾向にあります。特に網走市の場合、平成１９年と平成２２年を比較すると、約３割も減少しており、大空町の減少率を大幅に上回っています。
女満別空港の利用者数の推移では、毎年１０％前後減少し続けており、平成１９年と平成２２年を比較すると、約３割近くの２５万人余りの利用者の減少が見られます。

表　観光入込客総数の推移

（単位：千人）

	市町名
	平成19年
	平成20年
	平成21年
	平成22年
	H19／H22年

	網走市
	1,668.4
	1,371.4
	1,283.3
	1,336.6
	△331.8

	
	△0.8％
	△17.8％
	△6.4％
	4.2％
	△19.9％

	大空町
	837.2
	827.7
	792.6
	856.1
	18.9

	
	△4.4％
	△1.1％
	△4.2％
	8.0％
	2.3％


注）下段は対前期増減率

出典：北海道オホーツク総合振興局
表　宿泊客延数の推移

（単位：千人）

	市町名
	平成19年
	平成20年
	平成21年
	平成22年
	H19／H22年

	網走市
	630.5
	504.6
	460.2
	444.2
	△186.3

	
	10.0％
	△20.0％
	△8.8％
	△3.5％
	△29.5％

	大空町
	18.1
	17.7
	16.3
	15.7
	△2.4

	
	△21.0％
	△2.2％
	△7.9％
	△3.7％
	△13.3％


注）下段は対前期増減率

出典：北海道オホーツク総合振興局
表　女満別空港利用者数の推移

（単位：人）

	空港名
	平成19年
	平成20年
	平成21年
	平成22年
	H19／H22年

	女満別空　港
	941,834
	881,542
	760,728
	684,880
	△256,954

	
	△13.0％
	△6.4％
	△13.7％
	△10.0％
	△27.3％


注）下段は対前期増減率

出典：北海道オホーツク総合振興局
２．圏域の現状と課題

【医療の分野】
近年、がんや脳卒中、心疾患、糖尿病などの生活習慣病が増加し、また、医療の高度化・専門化が進む中で、発病から治癒に至るまでを一人の医師や、一つの医療機関で対応することが難しくなっています。

こうした中、地域医療体制を維持・確保するためには、急性期などの濃厚な治療を必要とする時期、リハビリを含めた回復期、その後の定期的な検査・指導を必要とする時期などで、かかりつけ医、専門病院、地域センター病院による連携が必要です。

地域の自治体病院等の医師不足が深刻化している現状にあって、さらに、近年は軽易な病状で安易に救急病院を利用するコンビニ受診が、医療従事者の心身を疲弊させ、深刻な問題となっています。また、地方での医師不足や、小児科・産科など診療科の偏在を生じさせている医療従事者の不足解消に向けては、国の抜本的な対応が必要です。

圏域で安定的に持続可能な救急医療や小児科・産科体制を整えるためには、医療を支える医療従事者の使命感に頼ることなく、住民と医療機関、行政が地域医療の知識や適正受診などに関する情報を共有し、緊密な連携を持つことが重要です。

また、公共交通機関や自家用車などの移動手段を持たない郊外地区の住民にとって、病院や診療所で受診する機会を確保する取組が必要です。

【広域観光の分野】
近年の観光客の動向は、単に観光施設等を見てまわる物見遊山的な団体旅行から、知的好奇心を満たす学習型・体験型の個人旅行へと大きく転換しています。また、長引く景気低迷の影響から安い、近い、短い、のいわゆる「安・近・短」の旅行傾向が強まっています。

このような中、海外からの誘客促進にも力を注いできましたが、海外観光客の標準的な旅行日程は４泊以上であることから、一つの自治体だけでの取り組みには限界があり、それぞれの地域の魅力をつなげる周遊コースを設定することにより、観光メニューのポテンシャルの拡大や、多様性の確保につなげていくことが必要です。

そのためにもオホーツク地域、道東地域の市町村の連携が不可欠でありますが、各自治体間で観光施策に対する温度差もあり、具体的な施策を策定することは、現実的になかなか難しい状況もあるため、「北網地域活性化協議会」や「女満別空港国際チャーター便誘致協議会」、「ひがし北海道観光事業開発協議会」等の取組の中で各自治体が連携を強化して事業展開を図ることが求められています。また、女満別空港の国際チャーター便が激減している中、北海道による空港着陸料の全額免除や、北網地域活性化協議会の協力による空港ビル使
用料の全額免除など、女満別空港の優位性を図るとともに、女満別空港の利用
者が減少し続ける中、女満別空港全体の活性化と賑わいを創出するための取組を進めており、他地域とのなお一層の差別化を図っていくことが重要です。

さらに、本年３月に発生した東日本大震災並びに原子力発電所の事故による風評被害から、国内外からの観光客が激減しているため、道東地域が安全安心であることを、プロモーション事業等を積極的に展開しながら、継続して発信していくことが必要であり、より効果的なＰＲを行なうためにも、今後さらに広域的な事業展開を図ることが重要となります。

【教育の分野】
圏域にある図書館３館には合計３６万余冊の蔵書があり、それぞれインターネットによる蔵書検索が行え、利用者の利便性が図られています。

体育施設では、中学校体育連盟などによる大きな体育行事が開催される場合は、圏域の施設を利用して広域的な受入が行われており、大空町の一部の小学校では、スキー授業が網走市営スキー場を利用して行われています。今後は、さらなる相互利用の促進を図っていくための方策や仕組みづくりが課題です。
両市町では、文化・スポーツ活動の一環として、数多く講演やイベント等がそれぞれ開催されています。圏域における「人」の交流が盛んに行われることは、地域の活性化につながることから、圏域住民がイベント等の情報を共有し、相互に参加することが重要となります。

【環境の分野】
藻琴湖は、藻琴川流域が軽しょうな火山性土壌から構成され、起伏の大きい流域であることから、降雨・融雪時に土砂が流入し、湖面積が年々減少しています。また、網走湖は、湖内の富栄養化の進行に伴うアオコの発生や下層の無酸素塩水層が強風で浮上することにより生ずる青潮などの水質障害が発生しています。

こうしたことから、河川流域の関係機関が連携を図りながら、土砂流出防止対策をはじめとする河川環境の保全や湖の水質改善を図る取組が必要です。

圏域では、ごみの減量化と資源循環型社会の構築に向け、家庭ごみの有料化をはじめとする様々な取組が行われています。大空町では生ごみを津別町の施設で堆肥化し、廃プラスチックを資源化するとともに、燃やせるごみを焼却処分しています。一方、網走市では次期廃棄物処理施設の整備構想が定められて
いない中、生ごみや廃プラスチックを一般ごみとして破砕・埋立処分していますが、新たな取組として容器包装リサイクル法の対象となっていない紙類の一部を回収するとともに、飲食店等における「食べ残しを減らそう」推進事業などの取組を行い、ごみの排出抑制と資源化に努めています。
このような中、網走市の廃棄物最終処分場の残余容量が、あと５年程度と見込まれていることから、生ごみの堆肥化や廃プラスチックの資源化等の検討も含め、資源循環型社会を目指した次期廃棄物処理施設の整備構想の検討が喫緊の課題です。

大空町は、自治体単独の下水道処理施設を保有せず、住民の衛生環境の向上と、経済的で効率的な汚水処理を図るため、平成４年から女満別地区、平成７年から東藻琴地区の生活排水を網走終末処理場へ送水し共同処理を行っています。しかし、汚水の送水流域において大雨や停電などの災害が発生した場合、大空町からの汚水送水を中断する必要があることから、災害時における対応が課題です。

【防災の分野】
網走地区消防組合は、網走市、大空町の１市１町で構成され、圏域の消防・救急活動を担っています。近年、消防の常備化の進展や産業・就業構造の変化に伴い、全国的に消防団員が減少傾向にあります。現在、網走地区消防組合内の消防団は、網走、女満別、東藻琴の３消防団が組織されており、定数４１７人に対し、実数３９６人（Ｈ２２）が所属し、全体では９５％確保されていますが、地域によってバラつきがあり、特に農村部での団員確保に苦慮している状況です。
こうしたことから、住民の消防団への理解を深めるとともに、公務員をはじめ特殊法人等公務員に準ずる職員（農協職員や郵政職員）や女性消防団員の入団促進、消防団協力事業所の拡充、機能別消防団制度の検討等、団員確保のための様々な取組が必要です。

消防・救急活動における無線通信の役割は、出動隊への指揮命令や活動支援などに関する情報伝達、あるいは活動隊員間の情報共有に欠くことのできない消防インフラであり、常に良好な状態で維持することが求められています。

現在のアナログ方式の消防救急無線は、平成１５年の電波法関係審査基準の改正により、平成２８年にはデジタル方式へ移行することとされていますが、これらのシステム整備には多額の費用と期間を要することから、財源確保とともに各種災害に迅速に対応できる効果的な無線ネットワークシステムを調査研究することが求められています。

これまで圏域は、恵まれた自然環境と気象条件のもと、自然災害が少ない地域といわれてきていますが、近年は、ゲリラ豪雨といわれる短時間の集中豪雨や長時間にわたる大雨など、気象状況が変化してきており、さらには先の東日本大震災を踏まえ、将来にわたり安全な暮らしを守るためには、地域の条件や状況にふさわしい防災対策が必要とされています。

圏域はそれぞれ、職員の動員体制や対応、また避難所等を定め、災害時の備蓄も行っていますが、今後の災害対応を考えた場合、応援職員の派遣方法や避難所の相互活用などのほか、備蓄品についても相互に供給することができる体制づくりや、さらには圏域全体での備蓄品整備など、防災体制の連携に向けた取組の推進が必要です。

【福祉の分野】
近年、核家族化や女性の社会進出が進み共働き世帯の増加などにより、子育てを取り巻く家庭環境は大きく変化し、そのことも少子化の一因とされています。
こうした中、子育てに対する親の負担感の増大や、父親と子どもの触れ合う機会の創出等に対処する施設として、保育園や子育て支援センターの役割が重要です。

少子化が進行する中、全ての子どもたちが健やかに育ち、安心して子育てをしていくためには、地域社会全体で子育てを支えていくことがますます重要となっています。このことは、発達に心配のある子どもやその家族にとっても同様であり、障がいのあることによる不安や負担にならないよう支援が必要となるため、広域的な施設として、網走市こども発達支援センターの役割が重要です。

介護保険制度の定着に伴い、要介護認定者数の増加をはじめ、事業所や提供されるサービスの種類が増加する中、介護に携わるスタッフの職種、人員、資質を充実することが必要です。しかし、介護系の求人に対しての応募が少なく、介護従事者のさらなる処遇改善が必要です。また、実務経験の少ないスタッフも多いことから、定期的な研修機会の場を設け、スタッフの資質向上と連携強化を図ることが求められています。

【産業振興の分野】
圏域の人口減少に伴い生産年齢人口も減少し続ける中、新卒者だけではなく、高齢者、障がい者、季節労働者など、様々な就業ニーズに対応した雇用対策を
進め、労働者の雇用の場を確保していくことが必要です。そのため、地域や地域資源の特性を活かし、新たなビジネスや産業が生まれ定着するよう、事業者等に対する支援や新たな雇用の場を生み出していく取組が求められています。

内水面漁業が盛んに行われている網走湖は、上層の有酸素淡水層と下層の無酸素塩水層に分かれる２層構造の湖で、近年はこの境界が環境変化に伴い上昇傾向にあり、平成１７年の結氷期には水深３ｍまで上昇し、３ｍ以深に生息していたヤマトシジミが大量にへい死しました。さらに、平成１８年１０月には低気圧に伴う強風による青潮の発生や大雨による土砂の流入、水位の異常上昇などにより、湖内の生物に与えた影響は計り知れないものがあると推測されています。
このように、近年の環境変化や自然災害は網走湖の生態系に大きな影響をもたらしており、プランクトンの優占種などに変化が認められています。

こうしたことから、網走湖の有用資源であるワカサギ、シラウオ、シジミについての現存量及び再生産状況の把握に努めるとともに、水質環境の改善対策や増養殖技術の確立が必要です。

【地域公共交通の分野】
少子高齢化や人口減少が進行する中、自家用車に依存した生活が定着し、路線バスなどの公共交通機関の利用者の減少が、運行便数の減少や路線の廃止を誘発させ、利用者のさらなる減少につながっています。

今後の高齢化社会における交通弱者の増加により、地域公共交通の必要性・重要性はますます高まることが予想されることから、圏域住民の移動手段としての地域公共交通の持続的な維持・確保が求められています。

【地域内外の住民との交流・移住促進の分野】
人口減少が進行する中、圏域のにぎわいを創出し、地域経済の活性化を図る観点から、人口定住のための取組とともに、移住や交流人口の拡大に向けた取組が重要です。今後は、長期滞在・二地域居住をはじめとする様々なニーズに対応するため、広域での受入やＰＲ活動などの取組が求められています。

【人材育成の分野】
地方分権型社会が進展する中、自立したまちづくりを進めていくためには、住民や企業、団体等と行政が一体となって、協働によるまちづくりに取り組んでいくことが重要です。そのため、地域活動を導くリーダーやまちづくりの担い手となる人材の育成を図ることが求められています。

【職員等の交流の分野】
近年、高度情報化の進展や社会経済情勢が大きく変化する中、高度化・多様化する住民ニーズに的確に対応し、継続的に高い成果を上げることのできる強い組織が求められています。そのためには、職員一人ひとりが、直面する様々な課題に即応できる高度な知識や政策形成能力を備えていくことが必要です。
今後、さらに変化する時代にあっては、視野の広い柔軟な発想を持った職員が求められるところであり、圏域の職員間の交流を促進し、相互の地域特性についての情報を共有し、より広域的な視点を持った職員の養成を図るため、圏域の職員研修の連携を図ることが必要です。
また、単独の自治体では少人数の対象職員しかいないような限られた専門分野の研修についても、スケールメリットを活かした合同開催が望まれます。

第３章　圏域の将来像

【圏域の将来像】

我が国の総人口は、今後急速に減少することが見込まれており、地方圏のみならず、三大都市圏の人口も減少する時代の到来にあって、地方圏の将来は極めて厳しい状況にあります。

さらに、少子化・高齢化が急速に進行し、高齢者数が増加して、生産年齢人口が減少していくことが予想されています。

本圏域においてもその傾向は同様であり、今後とも更なる人口減少が予想されることから、圏域で暮らし続けるための生活機能の確保や、定住人口減少の抑制に向けた取組が課題となっています。

このような中、本圏域は、オホーツク海や湖から豊富な水産物が水揚げされ、さらに、肥沃な大地からは豊穣な農作物が収穫されるなど、豊かな食に恵まれた地域であるとともに、本圏域があるオホーツク管内は、北海道の漁業生産額の１８％、農業生産額の１６％を占め、食糧自給率２００％（カロリーベース）を誇る日本の食糧基地北海道の中でも重要な位置を占めています。

網走国定公園に位置する本圏域は、ラムサール条約登録湿地の濤沸湖をはじめとする大小５つの湖や河川、藻琴山などを擁し、阿寒国立公園や世界自然遺産の知床国立公園に隣接し、冬季には流氷が接岸するなど、豊かな自然環境に恵まれた地域であります。

また、本圏域には、東北海道の玄関口である女満別空港があり、観光が基幹

産業の一つであることから、オホーツク流氷館や博物館網走監獄、東藻琴芝桜公園などの多くの観光施設があるほか、オホーツク文化の代表的な遺跡として世界的にも有名なモヨロ貝塚（国指定史跡）や道立北方民族博物館など、学術的にも重要な文化施設があります。

さらに本圏域では、空路の利便性が高いことや、体育・文化施設や医療機関が充実していることから、夏の冷涼な気候を生かして、スポーツや文化活動の合宿が盛んに行われており、ラグビー・トップリーグ所属チームをはじめ、実業団の陸上チーム、大学のバスケットボールチームや文化サークル、さらには音楽家など、幅広い分野にわたる社会人や大学生のほか、チームを応援するサポーターも含め、数多くの人々がこの地域を訪れています。

こうした状況を踏まえ、我々は先人から受け継いだ豊かな自然環境や歴史文化資産を漫然と享受するだけでなく、そのことを再認識するとともに、圏域固有の財産として大いに活用し、次代を担う子どもたちに誇りを持って引き継ぐことができるよう、圏域住民がゆとりと潤いを実感し、安心して子育てができる環境を整え、子どもや若者が夢と誇りを持ってこの地域に住み続けたいと思えるような、魅力と活気に満ちた圏域を構築しようとするものです。

そのため、本圏域を構成する両市町は、圏域住民が日常生活圏を共有していることを踏まえ、お互いの独自性を尊重するとともに、相互に役割を分担し連携を図りながら、定住に必要な都市機能や圏域住民が真に必要な生活機能の確保、充実を図るとともに地域活性化に努め、安心して暮らし続けられる圏域を目指します。
第４章　定住自立圏形成協定に基づき推進する具体的取組

定住自立圏形成協定を踏まえ、生活機能、結びつきやネットワーク及び圏域マネジメント能力の強化に係る分野において以下の具体的取組を推進し、将来像の実現を目指します。

１．取組の体系


Ⅰ　生活機能の強化に係る具体的取組

（１）医療

ア　救急医療体制の確保

	〔形成協定の取組内容〕

圏域住民に切れ目ない医療サービスを提供するため、日常生活に密着した初期医療機関と中核的病院の適切な役割分担と連携を推進し、救急医療体制の確保に取り組む。


	事業名
	１　地域センター病院・地域基幹病院支援事業
	関係市町

	事業概要
	地域センター病院である網走厚生病院に対し、病院建設資金及び感染症対策への支援を行う。

また、地域基幹病院である女満別中央病院の医療機器・施設整備、医師・看護師確保のための支援を行う。
	網走市

大空町

	効果
	医療機関の経営負担軽減により、圏域住民に切れ目のない医療サービスの提供が図られます。

	事業費

（千円）
	Ｈ23
	Ｈ24
	Ｈ25
	Ｈ26
	Ｈ27
	合計

	
	125,573
	124,523
	123,473
	122,423
	121,373
	617,365

	補助事業等の名称等
	

	役割分担

の考え方
	　網走市が網走厚生病院への支援を行う。

　大空町が女満別中央病院への支援を行う。


	事業名
	２　救急医療体制の維持・確保対策事業
	関係市町

	事業概要
	網走医師会による救急医療体制の運営を支援するとともに、救急医療知識の普及啓発を行う。

また、遠隔地における一次医療の確保のため、東藻琴診療所の維持管理を行う。
	網走市

大空町

	効果
	救急医療体制が確保・維持されることで、圏域住民に対し、３６５日、２４時間安定した医療の提供が図られるとともに、東藻琴地区の住民に対しては、地元での診療が可能となり、患者負担の軽減が図られる。

	事業費

（千円）
	Ｈ23
	Ｈ24
	Ｈ25
	Ｈ26
	Ｈ27
	合計

	
	35,368
	35,368
	35,071
	35,071
	35,071
	175,949

	補助事業等の名称等
	

	役割分担

の考え方
	　両市町は救急医療体制の運営に必要な経費の一部を負担する。

　大空町は東藻琴診療所の維持・管理に必要な経費を負担する。


	事業名
	３　通院に係る交通手段確保対策事業
	関係市町

	事業概要
	網走東部・西部の郊外地区の患者に対し、通院のための送迎を行う。

また、東藻琴地区各集落の患者に対し、東藻琴診療所までの輸送を行う。
	網走市

大空町

	効果
	医療機関から離れている患者に対する受診機会の確保と、患者負担の軽減が図られる。

	事業費

（千円）
	Ｈ23
	Ｈ24
	Ｈ25
	Ｈ26
	Ｈ27
	合計

	
	4,212
	4,212
	4,212
	4,212
	4,212
	21,060

	補助事業等の名称等
	

	役割分担

の考え方
	　網走市が網走東部・西部の郊外地区の患者送迎を行う。

　大空町が東藻琴地区集落の患者輸送を行う。


	事業名
	４　医療関係者等による連携体制の構築事業
	関係市町

	事業概要
	網走地域自治体病院等広域化・連携構想検討会議に参加する。
	網走市

大空町

	効果
	地域医療の課題解決に向けて協議することにより、情報の共有、対応策などが図られる。

	事業費

（千円）
	Ｈ23
	Ｈ24
	Ｈ25
	Ｈ26
	Ｈ27
	合計

	
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	補助事業等の名称等
	

	役割分担

の考え方
	　両市町は、病院間連携・協力体制の構築を支援する。


イ．小児科及び産科医療体制の確保

	〔形成協定の取組内容〕

圏域の住民が安心して子どもを産む環境を維持するため、圏域内の小児科及び産科医療体制の維持・確保に取り組む。


	事業名
	５　小児医療体制の維持・確保対策事業
	関係市町

	事業概要
	地域センター病院である網走厚生病院に対し、小児医療の安定的な確保を図るための支援を行う。
	網走市

大空町

	効果
	圏域で子どもたちを安心して産める環境の維持と、将来を担う子どもたちが健康に暮らせる環境の整備が図られる。

	事業費

（千円）
	Ｈ23
	Ｈ24
	Ｈ25
	Ｈ26
	Ｈ27
	合計

	
	20,890
	20,890
	20,890
	20,890
	20,890
	104,450

	補助事業等の名称等
	

	役割分担

の考え方
	　網走市が網走厚生病院への支援を行う。


（２）広域観光

ア．観光振興の推進

	〔形成協定の取組内容〕

観光振興による圏域の活性化を図るため、国内及び海外からの観光客の誘致に取り組む。


	事業名
	６　国内・外国人観光客誘致事業
	関係市町

	事業概要
	外国人観光客の誘客や女満別空港を利用する海外チャーター便を誘致するためのプロモーション活動を行う。
また、国内外の観光客誘致に向けた観光ＰＲ活動等を行うとともに、女満別空港利用者向けの観光案内業務などを行う。
	網走市

大空町

	効果
	　広域的な観光ＰＲ等を行うことにより、効果的な情報発信や受け入れ体制の充実が図られる。

	事業費

（千円）
	Ｈ23
	Ｈ24
	Ｈ25
	Ｈ26
	Ｈ27
	合計

	
	13,067
	13,067
	13,067
	13,067
	13,067
	65,335

	補助事業等の名称等
	

	役割分担

の考え方
	　両市町がそれぞれ負担する。


（３）教育

ア．生涯学習の充実

	〔形成協定の取組内容〕

圏域内における、生涯学習の機会拡大、文化・スポーツの振興等を図るため、教育施設の相互利用、文化・スポーツ等に関するイベント情報の共有などに取り組む。


	事業名
	７　社会教育施設相互利用事業
	関係市町

	事業概要
	図書館や体育施設の相互利用を促進するとともに、図書館利用者の利便性向上のため、インターネットによる蔵書検索システムの運用を行う。
	網走市

大空町

	効果
	　図書館や体育施設の利用拡大と圏域住民の利便性の向上が図られる。

	事業費

（千円）
	Ｈ23
	Ｈ24
	Ｈ25
	Ｈ26
	Ｈ27
	合計

	
	142,675
	127,521
	126,115
	125,827
	130,709
	652,847

	補助事業等の名称等
	

	役割分担

の考え方
	　両市町がそれぞれ負担する。


	事業名
	８　イベント開催情報等情報共有事業
	関係市町

	事業概要
	文化・スポーツ事業を行うとともに、圏域で開催される講演やイベント情報を、ホームページ等を通じて圏域住民へ周知する。
	網走市

大空町

	効果
	　圏域住民が文化活動やスポーツ活動に参加する機会が拡大し、人の交流とまちの活性化が図られる。

	事業費

（千円）
	Ｈ23
	Ｈ24
	Ｈ25
	Ｈ26
	Ｈ27
	合計

	
	20,422
	20,422
	23,630
	20,422
	20,422
	105,318

	補助事業等の名称等
	

	役割分担

の考え方
	　両市町がそれぞれ負担する。


（４）環境

ア．地域ぐるみによる環境関連活動の推進

	〔形成協定の取組内容〕

圏域の自然環境を守るため、各種団体、ボランティア団体などで行う環境保護活動などに取り組む。


	事業名
	９　地域美化活動支援事業
	関係市町

	事業概要
	環境保全のためのボランティア活動や、公共施設の清掃活動等に対し、ごみ袋を無償配布するなどの支援を行う。
	網走市

大空町

	効果
	　両市町がそれぞれ活動を支援することにより、山から川、海へとつながる圏域全体における自然環境の保全と住民意識の啓発が図られる。

	事業費

（千円）
	Ｈ23
	Ｈ24
	Ｈ25
	Ｈ26
	Ｈ27
	合計

	
	174
	599
	174
	599
	174
	1,720

	補助事業等の名称等
	

	役割分担

の考え方
	　両市町がそれぞれ負担する。


	事業名
	10　河川環境保全対策事業
	関係市町

	事業概要
	藻琴川環境保全対策連絡協議会、網走湖環境保全対策推進協議会に構成員として参加し、藻琴川及び網走川の河川環境と流域環境の保全のために必要な協議活動を推進する。

藻琴川を美しくする会が主催する各種活動に参加し、環境保全の取組を行う。
	網走市

大空町

	効果
	　藻琴川及び網走川の河川環境と流域環境の保全が図られる。

	事業費

（千円）
	Ｈ23
	Ｈ24
	Ｈ25
	Ｈ26
	Ｈ27
	合計

	
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	補助事業等の名称等
	

	役割分担

の考え方
	　両市町がそれぞれ両協議会に参加し推進する。

　大空町は藻琴川環境保全活動を実施する。


イ．生活環境・衛生環境の向上

	〔形成協定の取組内容〕

一般廃棄物処理について、広域的な連携構想を含めた基本計画の策定について検討するとともに、生活排水やし尿汚泥の処理に係る施設の維持整備に取り組む。


	事業名
	11　廃棄物処理施設の広域化検討事業
	関係市町

	事業概要
	次期ごみ処理施設整備に向けたごみ処理基本計画に基づき、網走市ごみ処理施設整備構想の策定、広域での循環型社会形成推進地域計画を検討する。

また、大空町一般廃棄物処理基本計画を平成23年度に策定する。
	網走市

大空町

	効果
	　廃棄物処理施設を広域化することにより、経済性の向上と効率的な維持管理が図られる。

	事業費

（千円）
	Ｈ23
	Ｈ24
	Ｈ25
	Ｈ26
	Ｈ27
	合計

	
	3,263
	428
	428
	428
	428
	4,975

	補助事業等の名称等
	

	役割分担

の考え方
	　網走市が網走市ごみ処理施設整備構想策定及び循環型社会形成推進地域計画検討に要する経費を負担する。

　大空町が大空町一般廃棄物処理基本計画策定の経費を負担する。


	事業名
	12　下水道終末処理施設・し尿処理施設運営事業
	関係市町

	事業概要
	圏域の生活排水やし尿、汚泥の共同処理を行う。
	網走市

大空町

	効果
	共同処理を行うことにより、経済性の向上と効率的な維持管理が図られる。

	事業費

（千円）
	Ｈ23
	Ｈ24
	Ｈ25
	Ｈ26
	Ｈ27
	合計

	
	317,630
	312,481
	312,481
	312,481
	312,481
	1,567,554

	補助事業等の名称等
	

	役割分担

の考え方
	　両市町がそれぞれ負担する。


（５）防災

ア．防災対策活動の推進

	〔形成協定の取組内容〕

圏域住民の安全を確保するため、消防、救急体制の充実を図るとともに防災意識の啓発、研修等に取り組む。


	事業名
	13　網走地区消防組合運営事業
	関係市町

	事業概要
	住民の防災意識の向上と災害発生時の住民、関係機関の綿密な連携が図られるよう、防災訓練を実施するほか、災害用備蓄品の整備や災害発生時の体制づくりを行う。

また、圏域の消防事務を共同処理するため、網走地区消防組合を組織、運営する。
	網走市

大空町

	効果
	　共同処理を行うことにより、経済性の向上と効率的な維持管理が図られる。

	事業費

（千円）
	Ｈ23
	Ｈ24
	Ｈ25
	Ｈ26
	Ｈ27
	合計

	
	1,040,562
	1,040,562
	1,040,562
	1,040,562
	1,040,562
	5,202,810

	補助事業等の名称等
	

	役割分担

の考え方
	　両市町がそれぞれ負担する。


（６）福祉

ア．福祉サービスの向上

	〔形成協定の取組内容〕

児童・障がい者・高齢者に対する各種福祉サービスの充実を図るため、福祉サービスの相互利用や福祉に関するネットワーク構築、福祉サービス従事者の育成などについて取り組む。


	事業名
	14　福祉サービス広域化事業
	関係市町

	事業概要
	仕事と育児の両立を支援するため、保育所の相互利用を促進する。子育て家庭への育児支援を行うため、網走地域子育て支援センターと女満別児童センターの相互利用を促進する。

また、心身に障がい又は発達に心配のある児童と家族への必要な支援を行うため、網走市こども発達支援センターの広域的な活用を図る。

介護・高齢者福祉に関係するスタッフの資質向上、情報交換や地域住民のボランティア養成を図るため、各種研修や交流機会の場を設ける。
	網走市

大空町

	効果
	　子育て家庭の負担軽減と利便性の向上や、障がい者福祉、高齢者福祉の増進が図られる。

	事業費

（千円）
	Ｈ23
	Ｈ24
	Ｈ25
	Ｈ26
	Ｈ27
	合計

	
	263,594
	244,816
	242,800
	243,316
	246,627
	1,241,153

	補助事業等の名称等
	

	役割分担

の考え方
	　保育所の設置・運営は、両市町がそれぞれ負担する。

　網走地域子育て支援センターと網走市こども発達支援センターの設置・運営は、網走市が負担する。

　女満別児童センター・児童クラブの設置・運営は、大空町が負担する。
　介護・高齢者福祉の研修、交流事業は、両市町がそれぞれ負担する。


（７）産業振興

ア．圏域経済の活性化と雇用の創出

	〔形成協定の取組内容〕

圏域経済の活性化と雇用の創出を図るため、圏域の資源を活用した新商品の創出や販路拡大の促進及び産学官連携等による新たな技術開発に取り組む。


	事業名
	15　新製品の開発・支援、販路拡大促進事業
	関係市町

	事業概要
	地域特産品の創出と産業の活性化を図るため、中小企業者等が行う新製品や新技術開発等の取組や商品化に向けた取組への支援及び販路開拓・拡大に関する事業を実施する。

地域の特性を生かした新しい地場産業を振興する団体等を支援する。
	網走市

大空町

	効果
	　地域特産品や新しい地場産業が創出されることにより、地域産業の活性化が図られる。

	事業費

（千円）
	Ｈ23
	Ｈ24
	Ｈ25
	Ｈ26
	Ｈ27
	合計

	
	16,803
	16,803
	16,803
	16,803
	16,803
	84,015

	補助事業等の名称等
	

	役割分担

の考え方
	　両市町がそれぞれ負担する。


イ．水産資源の確保

	〔形成協定の取組内容〕

網走湖の有用資源を有効的に利用するため、有用資源及び水質環境を総合的に調査するとともに環境改善対策の検討などに取り組む。


	事業名
	16　網走湖の有用資源調査事業
	関係市町

	事業概要
	網走湖の有用資源であるワカサギ、シラウオ、シジミについて現存量及び再生産状況の把握並びに水質環境について総合的に調査を行うとともに、網走湖に関する環境対策について関係省庁などに要望を行う。
	網走市

大空町

	効果
	　網走湖の環境対策を行うことにより、有用資源の保護と水産業の振興が図られる。

	事業費

（千円）
	Ｈ23
	Ｈ24
	Ｈ25
	Ｈ26
	Ｈ27
	合計

	
	4,354
	2,154
	2,154
	2,154
	2,154
	12,970

	補助事業等の名称等
	　

	役割分担

の考え方
	　両市町がそれぞれ負担する。


Ⅱ　結びつきやネットワークの強化に係る具体的取組
（１）地域公共交通

ア　地域公共交通の維持・確保

	〔形成協定の取組内容〕

圏域内住民の移動手段を確保するため、圏域における公共交通の課題について継続的に調査、検証するとともに、バス路線等の維持・確保対策に取り組む。


	事業名
	17　生活路線バスの維持・確保事業
	関係市町

	事業概要
	生活路線バスの維持・確保を図るため、路線バス事業者に対する支援を行う。

地域公共交通総合連携計画に基づき、実証実験等を行いながら今後の地域公共交通のあり方を検討する。
	網走市

大空町

	効果
	　病院や商業施設などの都市機能を広域的に利用することができ、生活に必要な交通手段の維持・確保が図られる。

	事業費

（千円）
	Ｈ23
	Ｈ24
	Ｈ25
	Ｈ26
	Ｈ27
	合計

	
	33,619
	28,619
	28,619
	28,619
	28,619
	148,095

	補助事業等の名称等
	

	役割分担

の考え方
	両市町がそれぞれ負担する。


（２）地域内外の住民との交流・移住促進

ア　交流・移住受入体制の促進

	〔形成協定の取組内容〕

地域内への移住・長期滞在の促進を図るため、暮らしや滞在に関する情報提供や受入体制などの充実に取り組む。


	事業名
	18　移住促進体制強化事業
	関係市町

	事業概要
	移住、長期滞在や二地域居住の促進を図るため、大都市圏において移住プロモーション活動を行うとともに、賃貸物件や空家情報の提供を行うなど、交流・定住人口の増加により地域の活性化を図る。
	網走市

大空町

	効果
	　広域的に取り組むことにより、受入体制や情報発信が充実し、交流・定住人口の増加に伴う経済効果により地域活性化が図られる。

	事業費

（千円）
	Ｈ23
	Ｈ24
	Ｈ25
	Ｈ26
	Ｈ27
	合計

	
	3,949
	3,949
	3,949
	3,949
	3,949
	19,745

	補助事業等の名称等
	

	役割分担

の考え方
	　両市町がそれぞれ負担する。


Ⅲ　圏域マネジメント能力の強化に係る具体的取組
（１）人材の育成

ア　人材の育成

	〔形成協定の取組内容〕

地域力の向上を図るため、各分野の人材育成や研修機会の創出などに取り組む。


	事業名
	19　産学官連携推進事業
	関係市町

	事業概要
	東京農業大学で実施されている「オホーツクものづくり・ビジネス地域創成塾」などに参加し、産学官で連携しながら各種の研究を行い地域の活性化を図る。
	網走市

大空町

	効果
	　ビジネスやマーケティング能力を兼ね備えた人材を育成することにより、地域資源を活用した新商品開発や起業化・事業化が促進され、地域活性化が図られる。

	事業費

（千円）
	Ｈ23
	Ｈ24
	Ｈ25
	Ｈ26
	Ｈ27
	合計

	
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	補助事業等の名称等
	

	役割分担

の考え方
	　網走市が人材育成事業運営委員として参加・協力する。


	事業名
	20　研究・研修機会創出事業
	関係市町

	事業概要
	経営革新や技術革新を成し遂げた事例、持続的に独自性を追求している会社経営者などを講師として招へいし、少数精鋭により、実践的なノウハウを学べるセミナーを開催する。
	網走市

大空町

	効果
	　建築関連事業者の経営改善、内部強化、新分野・周辺分野進出に関する研究・研修機会の創出が図られる。

	事業費

（千円）
	Ｈ23
	Ｈ24
	Ｈ25
	Ｈ26
	Ｈ27
	合計

	
	442
	―
	―
	―
	―
	442

	補助事業等の名称等
	

	役割分担

の考え方
	　網走市がセミナー開催に要する経費を負担する。


（２）圏域内市町の職員等の交流

ア　市町間職員研修交流

	〔形成協定の取組内容〕

職員の資質及び政策課題への対応力を高めるため、合同研修会の開催等により職員の能力向上や職員間の交流に取り組む。


	事業名
	21　圏域職員合同研修事業
	関係市町

	事業概要
	職員の能力と資質の向上を図るため、両市町が実施する各種職員研修に両市町職員が参加する機会を設ける。
また、専門職員としての資質向上を図るため、各分野の担当者研修会を合同開催する。
	網走市

大空町

	効果
	　合同で研修を行うことにより、圏域の職員間交流が促進され、効果的に職員の能力と資質の向上が図られる。

	事業費

（千円）
	Ｈ23
	Ｈ24
	Ｈ25
	Ｈ26
	Ｈ27
	合計

	
	4,711
	4,686
	4,711
	4,686
	4,711
	23,505

	補助事業等の名称等
	

	役割分担

の考え方
	　研修会を開催する市町が開催に要する経費を負担する。

　合同開催に要する経費は、両市町がそれぞれ負担する。
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